【教科と関連した食育活動：理科】

大阪府立富田林中学校
T1理科教員
T2学校栄養職員
１．日　時　　　令和元年７月８日（月）

２．学　年　　　1年生

３．単　元　　　理科　１分野　物質・エネルギー編　
　　　　　　　　１章　『いろいろな物質とその性質』
４．授業者　　　T1（理科教員）T2（学校栄養職員）
５．ねらい

　　密度とものの浮き沈みの関係について、身近な野菜や食品を用いて生徒の実生活や経験と結び付けることで、本

　　単元に興味・関心を持たせる。
６．授業の流れ

	時間（分）
	活動内容
	指導上の留意点
	備考・準備物

	45分
	「食べ物の浮き沈みを考える」

・提示されている「食べ物」が水に浮かぶか、沈むかを予想する。

・浮く野菜と沈む野菜の違いについて仮説を立てる。
・２種類の果物（りんご、ぶどう）の浮き沈みを予想する。
・卵の浮き沈みを予想する。
・真水と塩水で浮いたり沈んだりするのかを考える。
・油は酢に浮くことを確認する。

	・生徒に浮き沈みを予想させ、その理由も尋ねる。

・水に沈んだ人参を取り出し、包丁で切り、浮き沈みを確認する。

・浮く野菜、沈む野菜の違いについて仮説を立てさせる。（隣の席の人と相談）
浮く野菜

→土の上にできる野菜は水分や空気が多く含まれている。重いと茎に負担がかかって折れてしまう。
沈む野菜

→泥の中で成長する蓮根や土の下で育つ野菜が雨でぬかるんだとしても浮いたり流れてしまわないように進化したと言われている。

・2種類の果物の浮き沈みを予想させる。

→果物は糖度が増して沈むことを伝える。

・卵を真水と塩水に入れた時、浮き沈みはどうなるのか予想させる。
★（野菜だけに限らず、身のまわりの）ものの浮き沈みに関係しているのは何か考えさせる。
★なぜ卵は真水と塩水で浮いたり沈んだりするのか考えさせる。

★真水に沈んだ野菜は、塩水ではどうなるのか？→いくつか塩水に入れる。
・油は酢に浮かぶことを確認。
★砂糖や塩は水と混ざるのに、なぜ油は混ざらないのか？ 
★マヨネーズも油分が多いがなぜ分離しないのか？
	・水の入った水槽

・包丁・まな板
・ピーマン

・きゅうり
・なす
・人参
・じゃがいも

・キャベツ

・れんこん

・りんご
・ぶどう
・水の入ったビーカー
・塩水の入ったビーカー
・卵
・酢の入ったビーカー

・サラダ油




